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　最近 ， われわれは ，Carbamazepine （CBZ ）投与に

よつ て ，明 らか な 発作の 増加 と脳 波所見 の 悪化をきた

した症例を経験 した の で 報告する。 本症例は 23 才の

女子 ・Complex 　 Partial 　 seizure ・診断後 ， 直ち

に治療を開始 したが ， 発作の 完全抑制が困難で ， 処方

の 調整を くり返 して い た 。 と ころ が ， 処方中の Phen ．V

toin と CBZ 　の 入れ替えを試みる経過 で ，CBZ 一
日

量を 1000   か ら1250   に増量 した と ころ ， ね

む気 ，複視 ，失 調の 出現 とともに ，脳波で も ， 全 汎性

の徐波の 増加 ，左側頭部に発作波の 出現が認め られ た 。

抗 て ん か ん 薬血清内濃度検査を施行 した と ころ ，高濃

度で ある ことが分 つ た の で ，
CBZ を 1250   か ら 8

00   まで 漸減 した 。 そ の 結果 ， ねむ気 ，複視 ， 失調

は消失 し ，発作 も消失 した 。

一
方 ，脳波的 に も ， 徐波

の減少 ，発作波の 消失など ， 箸名な改善が み られ た 。

CBZ 減量の経過 で 、 抗てん か ん 薬血清内濃度 が経 日

的に 測定され たが ， 副作用消失の時点で は ，CBZ は

6．2Fgnfieまで 下つ て い た 。

　 Troupin らは抗 て んかん薬血清内濃度が高値にな

つ た時 ， 中毒症状が出現しない に もか か わ らず ， 発作

が 増加 した 9 症例を報告 し ，こ れをParadoxical

intoxication と呼ぶ ご とを提唱 した 。 こ の 中に は

CBZ に よる 1 例が含まれ て い る 。 われわれ の症例

は ，臨床的な中毒症状を伴 う点 で Troupin らの 報告

とは異なる が ，
CBZ の血清内畿度が高値となつ た時

に 発作の 悪 化 が 生 じた とい う点 で は同 じ現 象を示 した

とい え る 。 この例に み られた ような ， 抗てん か ん薬増

量による発作 の 悪化につ い て は tPHT に よ る症例報

告がその ほ とん どで あつ た が 、CBZ で も ，こ の よ う

な現象が見 られる こ とを報告する。
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　 わ れ わ れ は 最 近一年 間 に ，
CT 上 明 らか に 小 脳 萎

縮 が 認 め ら れ た 長期 フ エ ＝ トイ ン 服 用 患 者 を 6 例経

験 した の で 報 告 す る。年 令 は
，
2 。2才 か ら S8 才 ま

で 平均 35 才 で ， ほ と ん ど ／ 0 年 以 上 の フ ェ n ト イ

ン 服 用 期 間が み られ た ● 低 酸素血症 を き た す 様 な 発

作 は ，
い ず れ の 症 例 も ほ とん ど 出 現 し て te ら ず ， 小

脳 萎縮 の 原 因 と して
， 長 期 間 に わ た る フ ヱ 昌ト イ ン

服 用 が 疑 わ れ た ．

全 例離 像 力 GTt
， 後 頭 蓋 窩 を 2   ま た は 4

mm の ス ラ イ x 幅 で 4 倍拡大撮 影 し て 1“　b ， 更 に 矢

状 断 ・冠 状 断 の 再 構成 も 行 な っ た ． OT 所 見 と し て

は ， 上虫部 ・小 脳 半 球 に 軽 度 の 脳 溝 拡 大 を 示 す も の

か ら
，

虫 部 ・小 脳 半 球 全 体 更 に 脳 幹部 に も著 明 な 萎

縮 を示 す もの ま で
， 種 々 の 程度 が 認 め ら れ た ． 脳 幹

部 ・第 四 脳 室 の GT 上 の 計 測 を 行 な い
， 従 来 言 わ れ

て き た 小脳萎縮 ば か りで な く g 脳 幹部 の 萎 縮 も伴 っ

て te り ， 正 常 脳 幹 部 計 測 値 と 比 較 して 有意 の 差 が 認

め ら れ た 。 大 脳 萎 縮 を伴 う もの が ぷ 例 に み ら れ た が

， そ の 程 度 は 小 脳 に 比 較 し て い ず れ も軽 度 で あ っ た9
CT 所見 の み で ， 脊髄小脳変性症 ・ア ル コ ー

ル 中毒

等
，

他 の 小 脳 に 萎 縮 を き た す 疾 患 と の 鑑 別 は 困 難 で

あ る ts　t 比較検討 を 加 え て 発 表 す る 。

　神 経 症 状 に 関 し て は
，

一例 を除 い て 5 例 に 眼 振 ・

小 脳 性 運 動 失 調 ・歩行障害等 の 小脳症状 が 認 め ら れ

た 。 慢性 フ ェ ニ ト イ ン 中 毒 に よ る 小脳萎縮 は ， 不 可

逆性 で あ る と の 報 告 が 多 い が ， 小 脳 症 状 を 伴 わ な い

GT 上 の 小 脳 萎縮例 が 最近 報告 さ れ て te り ， CT 検

査 が 慢 性 フ ェ ＝ ト ィ ン 中毒 の 予 防 に 役立 つ 可 能性 も

示 唆 さ れ る 。
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